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（学位論文の要旨） 
【目的】 
拡大日常生活動作は、多様な社会的役割や良好な精神的健康の維持、生活の質の発展を
個人に与える身体、精神、社会的機能を含んでいる意図的行為に基づいている。拡大日常
生活動作は基本的日常生活動作や手段的日常生活動作よりも高次の活動とされている。 
拡大日常生活動作を有することはウェルビーイングな高齢期の実現にとって重要な問題
である。それにもかかわらず、拡大日常生活動作の有無に関係する要因は明らかにされて
いない。本研究の目的は、域在住高齢者における拡大日常生活動作の内容を明らかにする
ことと、拡大日常生活動作の有無にモラールや身体機能が関係するのかを明らかにするこ
とである。 
【対象】 
対象は群馬県吉岡町の14会場で実施されている健康増進教室(転倒予防を主目的とした
運動トレーニング教室)に参加している地域在住高齢者86名(平均年齢76.7歳)とした。対象
者の選択にあたり、各会場までの移動手段が自立している者および調査手順を理解および
実施できる者を条件とした。本研究は群馬大学疫学研究倫理審査委員会の承認を受け、実
施した(承認番号23-12)。 
【方法】 
年齢と性別、拡大日常生活動作の有無とその内容、PGCモラール・スケールについてア
ンケート調査、および身長と体重、握力、膝伸展筋力、Functional Reach test(以下FRT)、O
ne-leg standing time(以下OLS)、Timed Up & Go test(以下TUG)の体力測定を実施した。測
定は各項目について2回行った。2回の測定値のうち握力と膝伸展筋力、FRT、OLSは、そ
れぞれ最大値をデータとして採用した。この際、OLSは120秒を上限値として測定した。T
UGは、最小値をデータとして採用した。握力と膝伸展筋力は、体重で補正した値(体重比
握力と体重比膝伸展筋力)を解析に用いた。 
解析方法は、拡大日常生活動作の有り群と無し群における基本属性とPGCモラール・ス
ケール、身体機能の比較にはχ2検定およびスチューデントのt検定、マン・ホイットニーの
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U検定を用いた。さらに、単変量解析において有意であった項目を独立変数、拡大日常生
活動作の有無を従属変数とした多重ロジスティック回帰分析を行った。変数の選択には尤
度比検定による変数増加法を用いた。その後、年齢と性別を交絡と考えて強制投入した。
なお、多重共線性については各測定項目間の相関をスピアマンの順位相関係数を用いて相
関の高い変数の組み合せがないことを確認した。統計解析にはIBM SPSS statistics21 Wind
ows を用いた。有意水準は5%未満とした。 
【結果】 
対象者の性別は男性26名(30.2%)、女性60名(69.8%)であった。対象者86名中、拡大日常生
活動作の有り群74名(86.0%)、無し群12名(14.0%)であった。性別での有意な差は認められな
かった(χ2=1.22, df=1, P=0.27)。 
拡大日常生活動作の内容の上位5件はグランドゴルフ19名(25.7%)、カラオケ10名(13.5%)、
旅行9名(12.2%)、農作業5名(6.8%)、ダンス5名(6.8%)であった。  
基本属性とPGCモラール・スケール、身体機能において拡大日常生活動作の有り群と無
し群との間で、PGCモラール・スケールの下位尺度の老いに対する態度と体重比握力、FR
T、OLS、TUGに有意差が認められた。拡大日常生活動作の有り群が無し群より優っていた。 
単変量解析において有意であった項目は、PGCモラール・スケールの下位尺度の老いに
対する態度と体重比握力、FRT、OLS、TUGであった。多重ロジスティック回帰分析を行
った結果、拡大日常生活動作の有無に影響する変数として、体重比握力とTUGが選択され
た(モデルχ2検定でp＜0.01)。年齢と性別を交絡として含めた結果から、体重比握力のオッ
ズ比は1.11(95%信頼区間1.00-1.23)、TUGのオッズ比は0.58(95%信頼区間0.37-0.90)であった。
変数の有意性は、体重比握力がp＜0.01、TUGがp＜0.01であった。このモデルのHosmer-Le
meshow検定結果は、p＝0.10で適合していることが示され、予測値と実測値の判別的中率は
87.2%であった。 
【結論】 
拡大日常生活動作の内容の上位5件はグランドゴルフ、カラオケ、旅行、農作業、ダンス
であった。拡大日常生活動作の有無に影響する変数として、体重比握力とTUGが選択され
た。拡大日常生活動作の有無で比較することで、握力やTUGといった身体機能に違いがあ
ることが示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
